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総
合
体
育
館
の
改
修
中
の
代
替
施
設
確
保
策
は

■質
今
年
７
月
か
ら
能
代
市
総
合
体
育
館
の
大
規
模
改
修
工

事
が
行
わ
れ
、
約
１
年
に
わ
た
っ
て
施
設
の
利
用
が
で
き
な

く
な
る
。
改
修
中
の
代
替
施
設
確
保
策
に
つ
い
て
、
検
討
の

内
容
は
。

■答
現
在
利
用
し
て
い
る
団
体
が
継
続
し
て
活
動
で
き
る
よ

う
に
、
既
存
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
ほ
か
、
学
校
の
体
育
館
等
を

代
替
施
設
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
検
討
を
し
て
い
る
。
各

施
設
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
使
用
方
法
等
が
異
な
る
こ
と
か

ら
、
学
校
、
能
代
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
地
域
団
体
等
と
協
議

を
し
、
理
解
を
求
め
た
上
で
活
動
す
る
施
設
の
確
保
に
努
め

て
い
く
。

物
価
ス
ラ
イ
ド
条
項
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

■質
当
初
予
算
に
は
万
町
住
宅
、
一
般
廃
棄
物
処
理
場
、
総

合
体
育
館
な
ど
大
型
事
業
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
が
、
物
価

ス
ラ
イ
ド
条
項
の
詳
細
に
つ
い
て
伺
う
。

■答
賃
金
水
準
や
物
価
水
準
が
通
常
合
理
的
な
範
囲
を
超
え

る
価
格
の
変
動
が
あ
っ
た
場
合
、
発
注
者
と
受
注
者
で
負
担

を
分
担
す
べ
き
と
の
考
え
方
で
公
共
工
事
標
準
請
負
契
約
約

款
に
規
定
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
。
発
注
者
ま
た
は
受
注
者
は
、

相
手
方
に
対
し
請
負
金
額
の
変
更
を
請
求
で
き
、
請
求
後
協

議
し
、
内
容
を
精
査
し
た
上
で
、
妥
当
と
判
断
し
た
場
合
に

契
約
変
更
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

自
治
会
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
へ
の
補
助

■質
異
常
気
象
で
猛
暑
や
大
雨
、
地
域
に
よ
っ
て
は
大
雪
に

な
る
。
暑
さ
対
策
と
し
て
扇
風
機
は
あ
る
が
、
定
期
的
に
集

ま
り
交
流
を
深
め
て
い
る
住
民
に
と
っ
て
集
ま
る
の
が
お
っ

く
う
に
な
る
。
エ
ア
コ
ン
設
置
へ
補
助
す
る
考
え
は
。

■答
能
代
市
地
域
集
会
所
建
設
費
等
補
助
金
に
よ
り
、
自
治
会
館
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
対
す
る
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
自
治
会
館
の
修

繕
や
エ
ア
コ
ン
を
含
め
た
空
調
設
備
の
新
設
に
対
し
助
成
す
る
も
の

で
、
補
助
率
が
２
分
の
１
、
１
自
治
会
当
た
り
２
０
０
万
円
を
上
限

と
し
て
お
り
、
10
年
間
の
１
期
間
内
で
あ
れ
ば
上
限
２
０
０
万
円
に

達
す
る
ま
で
再
度
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

旧
常
盤
小
中
学
校
及
び
旧
崇
徳
小
学
校
の
体
育
館

■質
旧
常
盤
小
中
学
校
及
び
旧
崇
徳
小
学
校
の
体
育
館
は
地

域
の
方
の
利
用
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
利
用
が
認
め
ら
れ
る

団
体
に
は
、
旧
学
区
の
住
民
の
人
数
の
要
件
が
あ
る
。
こ
の

対
象
を
統
合
後
の
新
学
区
の
住
民
ま
で
広
げ
ら
れ
な
い
か
。

■答
閉
校
後
は
利
活
用
の
方
向
性
が
定
ま
る
ま
で
地
元
で
暫

定
利
用
し
て
お
り
、
地
域
住
民
５
人
以
上
が
所
属
す
る
団
体

で
、
代
表
者
が
成
人
で
あ
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
る
。
同

施
設
は
暫
定
利
用
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
要
件
の
緩
和
は
考
え

て
い
な
い
が
、
大
規
模
改
修
中
は
地
域
の
理
解
を
得
な
が
ら

活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

北
高
跡
地
利
活
用

■質
中
心
市
街
地
活
性
化
に
お
い
て
北
高
跡
地
利
活
用
は
大

変
重
要
で
あ
る
。
市
長
説
明
で
は
、
こ
の
ま
ま
の
状
態
を
維

持
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
な
ぜ
大
き
な
予
算
を
か
け
秋
田
公

立
美
術
大
学
に
検
討
を
依
頼
し
た
の
か
。

■答
建
築
デ
ザ
イ
ン
に
精
通
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
受

託
研
究
で
多
く
の
実
績
を
上
げ
る
な
ど
、
専
門
的
な
知
見
と

ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
し
て
お
り
、
北
高
跡
地
利
活
用
の
コ
ン
セ
プ

ト
の
検
討
や
活
用
方
策
の
整
理
を
目
的
と
し
て
、
北
高
跡
地

の
利
活
用
に
関
す
る
調
査
業
務
を
令
和
２
年
度
か
ら
委
託
し

て
い
る
。

民
生
委
員
児
童
委
員

■質
様
々
な
課
題
を
抱
え
る
住
民
へ
の
相
談
支
援
、
訪
問
見

守
り
活
動
、
自
然
災
害
時
の
安
否
確
認
と
い
っ
た
防
災
面
か

ら
の
活
動
な
ど
多
様
な
活
動
に
御
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

成
り
手
不
足
対
策
と
活
動
費
増
額
の
考
え
は
。

■答
自
治
会
等
か
ら
協
力
を
い
た
だ
き
、
交
渉
等
に
よ
り
欠

員
の
解
消
を
図
り
、
欠
員
区
域
は
近
隣
の
委
員
の
協
力
や
、

市
等
で
も
相
談
を
受
け
対
応
し
て
い
る
。
今
後
も
、
自
治
会

へ
説
明
に
伺
う
な
ど
取
組
を
続
け
る
ほ
か
、
他
市
の
事
例
研

究
な
ど
確
保
策
の
検
討
も
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
と
意
見
交
換
し
な
が
ら
、
活
動
費
増
額
も

含
め
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

天
空
の
不
夜
城
在
り
方
検
討
会

○

北
高
跡
地
に
子
供
の
遊
び
場
の
整
備

○

小
・
中
学
校
に
お
け
る
郷
土
の
歴
史
学
習

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

人
口
減
少
対
策

○

令
和
５
年
７
月
の
大
雨
被
害
へ
の
対
応

○
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
市
民
生
活
は
豊
か
に
な
る
の
か

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

令
和
６
年
度
当
初
予
算
編
成
、
市
長
の
考
え

○

高
齢
者
世
帯
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
補
助

○

自
衛
隊
員
募
集
事
務
の
市
の
対
応
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一 般 質 問わ た し ま ちの し ろ 市 議 会 だ よ り


